
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

において、剛性のある直管体の中にシリコーンバウンシングパテを充
填し、直管体の一方の口 管内に外部から可動できる滑動体を
設けた構造としたことを特徴とする清掃具および把持具。
【請求項２】
　開口がノズルである請求項１の清掃具および把持具。
【請求項３】
　

である請求項１の清掃具および把持具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、シリコーンバウンシングパテで除塵する清掃具と小物を把持する把持具の構
造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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ダイラタンシー粘性物であるシリコーンバウンシングパテを清掃剤および把持剤とした
清掃具および把持具

は開口、直管体の他方の口は

直管体の一方の口は開口、直管体の他方の口は管内に外部から可動できる滑動体を設け
た構造が、分割と連結ができる筒体と吐出ノズルからなる直管体収容体の吐出ノズルに直
管体の一方の口を挿入し、直管体の他方の口は直管体収容体外部から可動できる滑動体が
管内に挿入された構造



　シリコーンバウンシングパテ には、本出願人が提案している、特開平
０７－１６１９９の凹部の除塵材、実開平０６－８２９９３の耳清掃具、実開平０７－３
３２５３の清掃棒がある。これら は、シリコーンバウンシングパテのダイラタンシー
現象に そして
、非粘着性の特徴を生かして、非移行性 と安全性

を実現している。
これらの提案は、一般に知られている粘着または粘性物の問題点を

課題としている。この粘性物には、ホウ素を含有しないシリコーン系粘性物も含まれる。
ホウ素を含有しない組成では、硬化したシリコーンゴムのような表面物性（離型性と非移
行性）が得られないことから、非移行性と安全性が実現できないと提言している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　上述したシリコーンバウンシングパテ 清掃具および把持具では、次のような
問題がある。
　取り扱い上の問題として、使用前後の不必要な接触による影響がある。たとえば、指で
直接触れることで、指に付着している汚れや油脂を捕獲してしまう。これが清掃効果の悪
化と、性能劣化が早くなる原因となっている。特に、液状の油脂は、接触時に再移行して
清掃面を汚す。この現象は、高レベル洗浄を必要とする光学部品のレンズ面で現れ、非移
行性能を十分発揮できない。次に、コストの問題がある。シリコーンバウンシングパテは
原料が高価であるため、原価低減には限界がある。このため、未使用または未劣化の部分
の廃棄を極力さけることが課題である。これに関連して使用済み品のごみ問題がある。こ
れはシリコーンバウンシングパテ製のものに限らず、従来からある綿棒や粘着棒において
も問題となっている。従来品は、柄などの補助的な部分が部品構成比で多くを占め、同時
に廃棄していることに原因がある。次に、包装の問題として、シリコーンバウンシングパ
テの形くずれという弱点がある。このため接触や積み重ねができない。そのため、これを
防止する特殊なパッケージを採用しなければならない。
【０００４】
　本発明は、これらのシリコーンバウンシングパテの欠点を補い、パテの特性を最大限引
き出す構造を開発する。そして、使い勝手の良い、極力ごみの出ない清掃具および把持具
を提供する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
シリコーンバウンシングパテは、ダイラタンシー現象を示す粘性体である。加える力の作
用速度により、剛体と粘性流体の挙動を示す。言い換えると、剛体は固体であり粘性流体
は液体である。また、ホウ素含有シロキサンポリマーの酸素原子とホウ素原子との相互作
用による結合力は、ずれを伴う架橋ともいえる。この結合力は、液体の流動性と固体であ
る硬化したシリコーンゴム特有の離型性を持ち合わせる性質を生み出す。この性質により
、管内に入れたシリコーンバウンシングパテは、壁面からきれいに離れながら移動できる
。たとえば、両口が開放した管の中にシリコーンバウンシングパテを充填して、一方から
遅い速度で押し出した場合、これを時間系を遅くして観察すると、水のように飛び出す挙
動を示す。このように、シリコーンバウンシングパテは、非移行性の問題となる可塑剤、
溶剤、滑剤を使用しなくても、流体のように取り扱うことができる。
【０００６】
　本発明は、

構造とすることで課題を解決できる。このような構造とすることで、直
接手で触れないで、必要な分量だけ押し出して使用できる清掃具および把持具ができる。
繰り返しの再生使用ができ、押し出した吐出部分のみを使用廃棄できる経済的なものとな
る。また、直管体の中にシリコーンバウンシングパテを充填することで、クリープ変形に
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を利用した清掃具

提案
より発現する付着特性を利用して、ゴミ等の対象物を捕獲するものである。

（成分移行で汚れない） （過度な付着力
で傷めない） また、この捕獲機能を利用した清掃具は、把持具として活
用されることがある。

を利用した

ダイラタンシー粘性物であるシリコーンバウンシングパテを清掃剤および把
持剤とした清掃具および把持具において、剛性のある直管体の中にシリコーンバウンシン
グパテを充填し、直管体の一方の口は開口、直管体の他方の口は管内に外部から可動でき
る滑動体を設けた



よるだれを防止し、取り扱いと包装での収容を簡便にする。さらに、携帯性と長期間の保
管および販売管理を容易にする。
【０００７】
　シリコーンバウンシングパテを充填する直管体の断面形状は、円管、多角形管が使用で
きる。この管内で滑動体を移動させるため、管の内寸法は均一な直管体とする。この断面
形状は、円管が最も好ましい。この直管体に代用できるものとして、飲料用のストローが
ある。ストロー程度の剛性があれば十分使用に耐える。次に、管の材質は、内面がシリコ
ーン系以外であれば、あらゆるものが採用できる。シリコーン系はシリコーンバウンシン
グパテが付着するため、これが流動抵抗となり吐出が困難となる。これは管内に粘着剤を
充填した状態となる。材質は、ストローなどに使われているオレフィン系が、コスト面、
廃棄焼却の面から最も好ましい。
【０００８】
　この直管体へのシリコーンバウンシングパテの充填は、次の方法で容易に充填できる。
シリコーンバウンシングパテに直管体を押し、ダイラタンシー流動させて管内に流入させ
る。もう一つの方法として、シリコーンバウンシングパテを変質させない溶剤でペースト
状にして注入し、その後溶剤を揮発させる。この直管体への充填量は全部充填するよりも
、一方に未充填部分を設けると使い勝手が良くなる。この充填しない部分を滑動体の挿入
用ガイドに利用すると楽に装着できる。
【０００９】
シリコーンバウンシングパテを押し出す滑動体は、直管体と滑動体の隙間から逆流させな
いで、シリコーンバウンシングパテに変形力を作用させることが目的である。滑動体は直
管体内の形状に密接移動できる断面形状が必要である。ただし、この寸法精度を確保する
とコストは高くなる。この精度を下げて機能させるため、弾性材をシリコーンバウンシン
グパテと滑動体の間に配置させる。この構造は可動力による弾性材の変形量で誤差分を補
完する。弾性材として、ゴム材、発砲材、繊維質材が採用できる。次に、外部から滑動体
を可動させるには、次の手段がある。滑動体に連結延長した棒体を押引する。ネジ駆動体
で押すか、これに滑動体を連結して連動させる。直管体と滑動体でピストン構造にして駆
動させるか、ピストン構造体と滑動体を連結して連動させる。このピストン構造体は外部
圧力源により駆動させる。このように、各種多様な外部から可動できる滑動体を設けるこ
とができる。
【００１０】
　以上が本発明の基本構成である。この構成の各部を変更することにより、さらに使用目
的に適した道具となる。微小物に対しては、管径を徐々に小さくして開口がノズルである
清掃具および把持具にする。吐出径は０．２ｍｍでもシリコーンバウンシングパテは吐出
する。シリコーンバウンシングパテの配合剤粒度を厳選すれば、さらに小さな吐出径でも
可能である。次に、吐出したシリコーンバウンシングパテの開口部への保持の増強として
、開口部に網を設ける、開口部周辺に繊維を固着する、開口部周辺に逆勾配の凹溝を設け
る手段がある。
【００１１】
　次に、

清掃具および把持具とする。直管体の一方の口を挿入
した、基本構成部を内蔵するペンタイプの清掃具および把持具ができる。これは直管体を
カートリッジとした、吐出が容易で握りやすい道具である。次に、静電気を嫌う部品に対
しては、構成部品に導電性または半導電性を持たせて帯電防止機能を付加する。
【００１２】
　以上のように、シリコーンバウンシングパテ 清掃具および把持具を吐出構造
とすることで従来の問題を解決する。そして、酸素原子とホウ素原子との相互作用からな
る挙動とシロキサンポリマーの非粘着性を持ち合わせた特性を有効に利用することで、従
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直管体の一方の口は開口、直管体の他方の口は管内に外部から可動できる滑動体
を設けた構造が、分割と連結ができる筒体と吐出ノズルからなる直管体収容体の吐出ノズ
ルに直管体の一方の口を挿入し、直管体の他方の口は直管体収容体外部から可動できる滑
動体が管内に挿入された構造である

を利用した



来にはない高性能で簡便な清掃具および把持具を作ることができる。
【００１３】
【作用】
　本発明の作用を図で説明する。図１は本発明による清掃具および把持具の断面図である
。図２は図１に示す清掃具および把持具の使用時の断面図である。
【００１４】
　図１の清掃具および把持具の直管体２を支持して、滑動体３と連結している棒体４の先
端を指で押す。この操作は片手または両手でできる。また、棒体４の先端を指で押す代わ
りに机などの面に押し付けてもよい。押し続けると、滑動体３にシリコーンバウンシング
パテ１を変形させる力が作用する。この変形させる力は、遅い速度で作用する。シリコー
ンバウンシングパテ１は、粘性流体のようにダイラタンシー流動が始まり、直管体２の中
を移動して開口部２ａより吐出する。適量が吐出した状態で滑動体３への力の作用を止め
ると、ダイラタンシー流動も止まりその状態を維持する。図２のように吐出部分１ａが出
現し、自己保形性で先端部に固着状態となる。この状態は、棒の先端に除塵剤や把持剤を
固着した清掃具および把持具の形態である。流動性は、開口部２ａをノズル状にして開口
径を０．２ｍｍに絞っても、シリコーンバウンシングパテ１は容易に吐出する。このよう
な開口部を持つ道具は、顕微鏡下での作業に適したものである。また、管径が０．２ｍｍ
の細管内でも流動する。この優れた流動性は、非粘着性により管壁に付着せずに密接して
いるだけで、移動する際に容易に離れるため実現できる。さらに、ダイラタンシー現象は
極端な粘弾性であるため、遅い変形速度では弾性戻りによる反発力が発生しない。粘着剤
成分を含むものは、管壁への付着と弾性戻りによる反発力で強い抵抗力が発生し、流動が
困難となり使用できるものは実現できない。
【００１５】
　吐出部分１ａは吐出しない内部のシリコーンバウンシングパテ１と固着している。シリ
コーンバウンシングパテ１は、酸素原子とホウ素原子との相互作用による結合力でねばり
強い伸びがある。変形させても開口部２ａに保持され、破断することなく使用できる。
【００１６】
　次に、目的の清掃や把持作業を行うと、シリコーンバウンシングパテ１の吐出部分１ａ
は塵や汚れを取り込み、使用が困難となる。このように汚れた時は、吐出部分１ａを除去
して廃棄する。吐出部分１ａは、切断、欠き取り、ぬぐい取りで除去できる。この操作は
、直接手で行わないでハサミなどの道具で行う。ただし、専用の手袋をはめていれば手で
操作できる。汚れた吐出部分１ａを除去すると使用前の図１の状態になる。除去作業には
、口元に針金などを張ってある専用の廃棄箱を用意すると便利である。
【００１７】
　再度、滑動体３と連結している棒体４の先端を指で押すと、直管体２の内部からシリコ
ーンバウンシングパテ１の新しい部分が現れる。この操作で、容易に新しい面を再生させ
ることができる。直管体２に充填されたシリコーンバウンシングパテ１がなくなるまで、
この工程を繰り返して作業を継続する。このように、シリコーンバウンシングパテ１を指
で直接触れることなく操作使用できる。そして、常に新品と同じ状態で使用することがで
きる。
【００１８】
　充填分を使い終わった場合は、直管体２を滑動体３から抜き取り、シリコーンバウンシ
ングパテが充填された新しい直管体を装着する。そして、空の直管体２のみを廃棄する。
この空の直管体は再充填すれば、再使用は可能である。このように、使用回数から従来の
清掃具および把持具と比較すると、ごみの排出量がかなり少なくなる。
【００１９】
【実施例】
本発明の第１の実施例である。図１はこの断面図である。
【００２０】
　外径４．３ｍｍ、肉厚０．１５ｍｍのポリプロピレン製の半透明の円管を長さ６０ｍｍ
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に切断したものを直管体２とする。一方の口の開口部２ａを吐出口とし、この口から４５
ｍｍの間にシリコーンバウンシングパテ１を充填する。残りの１５ｍｍは挿入用ガイドと
する。滑動体３は、直径４ｍｍ、長さ７５ｍｍで、ＡＢＳ製の黒色の丸棒である。図１の
一点鎖線までが滑動体３で、他の部分は滑動体３を可動させるために連結延長した棒体４
である。外径は直管体２の内径に対して０～－０．０５ｍｍとし、表面を滑らかに仕上げ
る。精度および品質は、滑動体３の部分を確保すればよい。シリコーンバウンシングパテ
１は白色のものを使用する。充填方法は、このシリコーンバウンシングパテに多数の直管
体２を押しつけ放置し、ダイラタンシー流動で管内に流入させて充填する この充填した
直管体２は従来品（棒状の先端にパテを固着または定着させたもの）の１５本分に相当す
る。また、シリコーンバウンシングパテは内部にごみを取り込む機能があり、除塵能力は
粘着剤系の８０本分に相当する。
【００２１】
　この実施例は棒体４の先端を指で押して使用する シリコーンバウンシングパテ１を消
費した場合は、直管体２を廃棄し、新しいものと交換する。消費された直管体２の内部は
、シリコーンバウンシングパテ１の離型性によりきれいな空状態となる。このため、再使
用は可能である。滑動体３と棒体４は廃棄しない。
【００２２】
　図３は、本発明の第２の実施例である。この実施例は、開口をノズル開口部２ｂにした
直管体２である清掃具および把持具である。内径１．５ｍｍ、肉厚０．５ｍｍのポリプロ
ピレン製直管体の中央部を均一に加熱して軟化させた後、管の内径が０．２ｍｍになるま
で引き伸ばして冷却固化する。これを２等分に切断して、一方の開口をノズル開口部２ｂ
にした長さ５０ｍｍ直管体２を２個得る。この直管体２の中に、シリコーンバウンシング
パテ１００部対して、溶剤として重量比で０．６５ｃｓの揮発性ジメチルシリコーンオイ
ル３５部と混合してペースト状にしたものを注入する。ペースト状にするとダイラタンシ
ー現象は発生しないため、容易に普通の注入機で注入できる。注入後放置して内部の溶剤
を揮発させ、ダイラタンシー現象が発現する無溶剤のシリコーンバウンシングパテ１が充
填された状態にする。滑動体３は、直径１．５ｍｍ、長さ５０ｍｍのポリプロピレン製の
丸棒である。この丸棒は、第１の実施例と同様に可動させるために連結延長した棒体４も
兼ねている。
【００２３】
　本清掃具および把持具は、シリコーンバウンシングパテのダイラタンシー現象が発現す
る状態で使用する。これにより、優れた清掃機能と特異な把持機能を活用できる。この現
象の粘性は優れた流動性を持つが、操作によっては強い抵抗を示す。このため、径が細い
棒体４は、指で押えた時に指を傷める可能性がある。この対策として、指への当たり面を
広くした押さえ座面４ａを設けた。
【００２４】
　図４は、弾性材５をシリコーンバウンシングパテ１と滑動体３の間に配置させた実施例
である。この弾性材５が、可動力によるの変形で滑動体３と直管体２のすき間を補完する
。弾性材５は、圧縮厚み０．７ｍｍのナイロン製の不織布を円形に打ち抜いたものである
。円形の径は直管体２の内径より少し大きめにする。弾性材５を使用すると、構成部品の
精度を下げることができ、市販されている資材で製作して安価に提供できる。弾性材とし
ては、他に各種ゴム材、軟質樹脂からなる発泡材が挙げられる。
【００２５】
　図５は、本発明の第３の実施例である。この実施例は、直管体２をカートリッジとして
内蔵させて使用する、ペンタイプの清掃具および把持具である。筒体６と吐出ノズル７か
らなる収容体内部に直管体２を装填して、ネジで駆動して押す構造である。直管体２を交
換する時は分割、使用時は連結するために、筒体６には連結用メネジ６ｂを、吐出ノズル
７には連結用オネジ７ａを設ける。ネジでの駆動方法は、滑動体３に連結した棒体４に駆
動オネジ４ｂを設け、筒体６に設けた駆動メネジ６ａと連動させる。駆動は棒体４に設け
たつまみ４ｃを回す。シリコーンバウンシングパテ１を充填した直管体２に滑動体３を挿
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入し、吐出ノズル７の装填部７ｂに一方の口を挿入するように筒体６と吐出ノズル７を連
結させる。この組み付け後、つまみ４ｃを回して滑動体３を前進させると、吐出ノズル７
の吐出口７ｃからシリコーンバウンシングパテ１が吐出する。この実施例は、吐出ノズル
７を各種用意して交換することで、いろいろな使用目的に最適な道具となりえる。また、
筒体６と吐出ノズル７からなる構成は、図６のようにネジ駆動部のない棒体４のみのでも
十分機能する。これは、プッシュ式清掃具および把持具である。
【００２６】
　本発明の清掃具および把持具で、次の具体的な作業が容易となる。清掃では、光学レン
ズ、フィルター、ＣＣＤ、太陽電池、ウェハー、磁気および光ディスク、光ファイバー、
コネクター、スイッチ、マイクロ部品、写真フィルム、マウスなどの奥部駆動部の除塵お
よび油膜取り。把持では、電子部品の取り扱い、宝石の取り扱いおよび配置、マイクロマ
シンの部品の取り扱いおよび組み付け、光学部品の組み付け、時計などの精密機械の組み
付け、微小部品の目視検査、箔や糸の取り扱い、生きた昆虫の把持、ボトルシップの組み
付け。また、ネジやボルトの頭部を把持することにより、ネジを回転させて仮締めが可能
である。
【００２７】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明では次のような効果がある。
　（イ）直接手で触れないで、吐出と再生を繰り返す操作ができる。これにより、高レベ
ルの清掃が可能となり、性能劣化の防止ができる。
　（ロ）必要な分量だけ押し出して繰り返し使用でき、使用した部分のみ廃棄できるため
経済的である。さらに、ごみの量を少なくできる。
　（ハ）開口部の大きさで清掃部および把持部のサイズを設定できる。微小の吐出も可能
であり、顕微鏡下の作業に対応できる。
　（ニ）ペンタイプにして、携帯できる使い勝手の良い道具にすることができる。そして
、握り部の太さ、吐出ノズル、吐出方法を各種選択できる。
　（ホ）直管体にシリコーンバウンシングパテを充填することで、取り扱いと包装での収
容を簡便にする。さらに、長期間の保管および販売管理を容易にする。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による清掃具および把持具の断面図。
【図２】　図１に示す清掃具および把持具の使用時の断面図。
【図３】　ノズル開口部にした清掃具および把持具の断面図。
【図４】　弾性材が配置されている部分断面図。
【図５】　ネジ駆動するペンタイプの清掃具および把持具の断面図。
【図６】　プッシュ式ペンタイプの清掃具および把持具の断面図。
【符号の説明】
　１　　シリコーンバウンシングパテ
　１ａ　吐出部分
　２　　直管体
　２ａ　開口部
　２ｂ　ノズル開口部
　３　　滑動体
　４　　棒体
　４ａ　押さえ座面
　４ｂ　駆動オネジ
　４ｃ　つまみ
　５　　弾性材
　６　　筒体
　６ａ　駆動メネジ
　６ｂ　連結用メネジ
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　７　　吐出ノズル
　７ａ　連結用オネジ
　７ｂ　装填部
　７ｃ　吐出口

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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